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昭 和 63年 鼻 実 行 結 未

1.ha当 り ぼ う 芽 株 数 対 比

2. ha当 り ぼ う 芽 発 生 本 数 対 比

鹿 屋

樹  種

＼

区  分 ＼ 発 生 本 数

有 用 広 樹 そ の 他 広 一某 樹

タ  プ イ ス シ イ 類 カ シ 類 計 ッ バ キ サ ザ ン カ そ の 他 広 計

施 業 区 9,333 1,889 3,334 333 888 6,444 667 444 1,777 2,889

対 照 区 7,889 389 2,222 556 1.111 4,778 1,333 778 1,000 3, 111

対  比 85 % 47 % 67 % 167 % 125 % 74 % 200 % 177 % 56 % 108 %

樹  種

＼

区  分 ＼ 発 生 本 数

有 用 広 葉 樹 そ の 他 広 一薬 樹

タ  プ イ   ス シ イ 類 カ シ 類 計 ッ バ キ サ ザ ン カ そ の 他 広 計

施 業 区 33,333 8,667 10,111 444 2,556 21,778 2,667 1,222 7,666 11,555

対 照 区 22,222 2,444 4」 778_ 1.444 4 12,777 5,556 2,333 1,556 9,445

対  比 67 % 28 % 47 % 325 % % 59 % 208 % 191 % 21 % 82 %



3. 樹 種 別 平 均 樹 高 及 び 根 元 径

廃 辱

樹

種

区 分 ＼ 樹 高 径 級 ＼

有 用 広 樹 そ の 他 広 樹

タ プ イ ス シ イ 類 カ シ 類 計 ツ バ キ サ ザ ン カ そ の 他 広 計

施 業 区

平 均 樹 高

2.58 ul 1.59 田 2.80 m 1.65 1n 1.96 1n 1.92 nl 1.70 ロ 1.34 111 1.83 m

対 照 区 2.03 El 1.26 nl 2.22 ul 1.87 ■ 1.65 111 1.31 nl 1.28 m 1.66 nl 1.59 m

樹 高 対 比 79 % 79 % 79 % 113 % 84 % 68 % 75 % 90 % 87 %

施 業 区

平 均 根 径

4。 l c ul 1。 3 om 3.l c■ 1.5 c ul 2.3 c al 1.6 c ul 1.2 cnl 2.2 c nl I。 9 c al

対 照 区 2.6 c al 0。 9 o■ 1.7 om 1.8 cln 1.5 c tl 1.2 cm 0.9 cal 1.5 c皿 1.5 c al

根 元 径 対 比 63 % 70 % 55 % 120 % 65 % 75 % 75 % 68 % 79 %



様 式 2
平 成 え 千

技 術 開 発 実 施 報 告 ・ 計 画

造  林  課

/6ξ カ

広 葉 樹 天 然 林 の 人 工 補 正 につ い て

広 葉 樹 天 然 林 を 有 用 広 葉 樹 用 材 林へ 誘 導 す る人 工 補 整 (刈 出 し芽 か き等 )の

方 法 等、 育 成 天 然 林 の施 業 方 法 につ い て検 討 す る。
S, 61 ～  五, 7

元 年 度 実 施 報 告年 度 別 実 施 経 過

施 業 区 はメ1払 いを 実 施 し た こ と に よ り、 早 期 に 確 実 な

有 用 広 葉 樹 へ 誘 導 が 図 ら れ 用 材 生 産 可 能 な林 分 が 形 成

され つ つ あ リー 方 対 照 区 の 天 然 力 の み に依 存 し た場 合

生 育 状 況 とは 明 確 な 差が み られ て い る。

天然 更 新 にお ける刈 払 い摯 果 につ い ては明 確 に な りま

した。 刈払 い時期 ほぼ う芽 発生 当初雑か ん木 の み を刈

払 い 2回 日以 降は雑 か ん 木 の繁 茂状 況をみ きわ め て必

要 に応 じ実施 す る。

広 葉樹 の優 良 材を生産 す るため には、 特 に幼令 llJに お

い て同種 間 で密接競 合 させ、 側枝 の結 れ上が りを 促 進

させ る こ とが 重要 であ る といわれ て云 われ て い るの で

、 今 後 芽 か き作業 につ い て実施 の可 杏を検討 したい。

事業 費 (技 術 開 発 )

1.生 長 量 調 査 の 実 施

保 育 施 業 区 と対 照 区 の 樹 高 及 び 根 元 径 の

調 査.

別 紙 の とお り。

2. 保 育 下 刈 に つ い て は有 用 樹 が 競合 植 生 に よ

り、 被 圧 され る恐 れ が な か っ たの で、 実 行

しな か つ た。

事 業 費 (技 術 開 発 )



1, ha当 りの ぼ う芽 株 数 対 比

表 -1

2)ha当 りの ぼ う芽 発 生 本 数 対比

表 -2

樹  種

＼

区  分 ＼ 発 生 本 数

有 用 広 葉 樹 そ の 他 広 菜 樹

タ  プ イ  ス シイ類 カ シ類 計 ツ バ キ サザ ンカ その他 広 計

施  業  区 9,333 1,889 3,334 333 888 6,444 667 444 1,777 2,388

対  照  区 7,889 889 2,222 556 1 4,778 1,333 778 1,000 3,111

施 業 区 との

対  比 85 % 47% 67% % % 74 % 200 % 177 % 50% 100 %

樹  種

＼

区  分 ＼ 発  生  本  数

有 用 広 葉 樹 そ の 他 広 葉 樹

タ  プ イ  ス シイ類 カ シ類 計 ツバ キ サザ ンカ その 他 広 計

施  業  区 33,333 8,667 10,111 444 2,556 21,778 2,667 1,222 7,666 11,555

対  照  区 22,222 2,444 4,778 1,444 4,111 12,777 5,554 2,333 1,556 9,443

施 業 区 との

対  比 67% 28% 47% 325% 161% 74% 208% 191% 21% 82%



3,樹 種別 平 均 樹 高

表 -3

樹

樹  高  径  級 ＼ 区

高

　

分

＼

有 用 広 菓 樹 そ の 他 広 葉 樹

タ  プ イ  ス シ イ類 カ シ 類 計 ツバ キ サザンカ その 他 広 計

平 均 樹 高

施  業  区 3.0 5 nl 1.8 2nl 3.0 2 nl 1.9011 2.26m 2.0 6 nt 1.921n 2.20n 2.09m

対  照  区 2.331n 1.42m 2.301n 2.001n 1.83 nl 1.50m 1.4 4 nt 1.8 0 nl 1.59皿

施 業 区 との 樹 高 対 比 76% 78% 76% 105% 81% 73% 75% 32% 76%

平 均 根 径

施  業  区 4.7 om 1.5 cln 4.2 cm 1.7cm 2.7 cln 1,9 cm 1.5 cnl 2.6 cnl 2.2 cm

対  照  区 3.3 cln 1.l cnl 2.7 cm 1.9 c nl 1.9 cal 1.4 cnl 1.O cm 1.9 clll 1.4 cnl

施 業 区 との 根 元 径 対 比 70% 73% 64% 112% 70% 73% 67% 73% 63%
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調査方法 は同 じである。
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(5*6)調査のうえHA当に喚算
以 下同じ

2 成長量調査
樹種別平均樹高、平均根元径

3 ぼう芽消長馴 査
施業区については61年度対比
対照区については63年度対比



(稿きt4)
録

檄

考察
1、ぼう芽株数について見ると施業区、対照区とも有用広葉樹は、やや減少

しており、その他広葉樹の (その他広)の減少率が大きい。
2、ぼう芽本数の減少率はやや大きく、施業区、対照区、とも優劣による

淘汰と考えられる。
3、 しい類のぼう芽が増加しているのは以前の調査もれによるものである。
4、成長量を見ると施業区、対照区の差が認められ保育の効果が明確となつ

ている。

区 分

有用広 その他広
幣牛級鋼 タプ イ ス ウイ逸 カ シ 類 計 ツ バ多 |十ナ■F｀ノう 子 Oflb広 計

栗 区 b,663

照 区 7,445 778 1,333 2,778

対 照区 との対比

3鞭
元年度
63戦
61年席

4.27 1    2.41

2.981  2.671  2.75

1181  134

127 1     126

158 1      144


